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7/30, 奈良医大とMBTリンク㈱は、京都府綾部市と包括連携協定を締結！
健康・福祉施策や地域づくりに貢献し新たな社会実装モデルの創出へ

・奈良医大が提唱するMBT構想は、医学の知見を医療分野に留まらず
産業やまちづくりへ展開し、健康で活力ある地域社会の実現を目指
す取り組みです。

・奈良医大発ベンチャーMBTリンク㈱（代表取締役：梅田智広氏）は
家庭の電力データから住人のライフスタイルをAI分析し、住人の未
病や認知症等の兆候を捉え予防に供する『ライフスタイルセンシン
グ健康見守りシステム（下図参照）』の実証実験を全国の自治体で
進めてきました。そして、地域の健康増進や医療費削減、また遠隔
からの健康見守りなど、多くの成果を上げてきました。

・そして、このたび京都府綾部市（市長：四方源太郎氏）でも、本シ
ステム開発の奈良県立医科大学（理事長・学長：嶋緑倫氏）も参加
し、本システムを活用して健康まちづくりを推進することで合意し、
7月30日（木）綾部市で三者の代表による包括連携協定締結式が取り
行われました（写真➀）。

・締結式後に梅田智広氏より、会場に集まった健康意識の高い多くの
綾部市民に向けて『ライフスタイルセンシング健康見守りシステム』
を紹介する講演会が行われました。会場では実証実験参加を心待ち
にする市民から熱心な質問が飛び交いました（写真②）。

注記）「予防医療普及協会」資料より抜粋。図中の医療費削減ポテンシャル7500万円は、北海道沼田町における個々人の医療費
データをベースに、実際の医療費削減の3割が本取り組みの効果と見積もり、沼田町全人口に換算して計算した費用効果の事例
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